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      リューベ株式会社 

・ あなたの安全を守るため、作業に入る前にこの取扱説

明書をよく読み、十分内容を理解すること。 

・ この取扱説明書を必要なときすぐ読めるように、常に

所定の場所に保管すること。 
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          はじめに              
 

■本装置の用途について 

    
電動間歇型ポンプ（ＬＨＬ）“SP0300”は、機械本体上の各潤

滑点にＬＨＬ潤滑を行なうための、比較的少量の潤滑剤を圧送

する装置です。 

これ以外の用途には使用しないでください。 

 

■本説明書に使用のマークについて 
 

この説明書では、身体に障害を招く事故を防止するための安全

注意事項を以下のマークを付けて表示しています。これらのマ

ークが付いた注意事項を必ず読み、完全に内容を理解してから

作業を始めてください。 

 

 

 

 

 

 
 

また、この説明書では、次貢のマークが使われています。この

装置を正しくご使用いただくために、これらのマークが付いた

事項を必ずお読みください。 

       

作業時に気をつけるべき事項です。 

      この装置や機械本体の破損を招く恐れがありま 

す。 

 

この作業を行うとき参考となる情報です。 

 

      参照する項目を示します。 

 

 

 

 

記載事項を守らないと、死または重度の 

障害を負う恐れのある事項  

 

 記載事項を守らないと、軽度または中程

度の障害を負う恐れのある事項 

警告

注意
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■問い合わせ先 
この説明書の内容について質問や不明点がありましたら、下記

までお問い合わせください。 

 
■仕様変更について 
 

装置の改良にともない、この説明書に記載されている説明や図

が実際の装置と多少異なることがありますので、あらかじめご

了承ください。 

 

■装置の転売／貸与について 
 

装置を転売したり貸与する場合は、この説明書及び装置納入時

に添付されていた書類一式を装置とともにお渡しください。 

 

■装置／ＬＨＬの廃棄について 
 

装置またはＬＨＬを廃棄する場合は、国と地方の定める法律・

規則に従って処理してください。 

 

 

 

 

■ 日本 

リューベ株式会社 受注及び問合せセンター 

(つくば工場内) 

〒300-2611 

茨城県つくば市大久保 15-1 

TEL:029-877-5506   FAX:029-865-3176 

 

■ 中国 

鲁布润滑机械（上海）有限公司 

上海市外高桥自由贸易试验区泰谷路 88 号 

TEL:021-5868-3818   FAX:021-5868-3880 

 

■ U.S.A 

LUBE USA , Inc. 

1075 Thousand Oaks Blvd, Greenville, SC 29607 

TEL:800-326-3765   FAX:864-242-1652 
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      １.安全上の注意事項             

 
１－１ 基本的安全注意事項         
 

 

 
１－２ ラベル               

 
この装置には、次のラベルが貼り付けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・この説明書をよく読み、内容を完全に理解してか

ら作業に入ること。 

・この説明書は、必要なときすぐ読めるよう、所定

の場所に保管すること。 

・この装置の取扱いは、電動間歇型ポンプの設置・

調整の知識と技能を持つものだけが行なうこと。 

・当社の許可なく、この装置を改造したり、変更し

たりしないこと。 

 

  

・この説明書をよく読み、内容を完全に理解してか

ら作業に入ること。 

 

警告

注意
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１－２－１ ラベルの種類 

 

①ロゴ銘板                     ②注意銘板  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③電光マーク           ④矢印銘板 

 

 

 

 

 

 

 

⑤仕様銘板            ⑥結線銘板 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

⑦シリアル銘板 
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１－２－２ ラベルの表示位置 

 

■ SP0300 (700mL) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 7 

     ２.仕様と概要                  
 

２－１ 仕様                            

                                                     

 

※１．配管材、配管長さ、環境温度等によって変動する事があります。 

※２．ポンプ通電中のみ外部出力します。 

 

 

 

 

 

 

項  目 仕  様 

電源電圧 ＤＣ２４Ｖ±１０％ 

総電源容量 １．２Ａ 

モータ 

定格電圧 ＤＣ２４Ｖ±１０％ 

定格電流 １．２Ａ 

起動電流 ４．７Ａ以下 

ポンプ 

吐出量 ７mL／ｍｉｎ 

吐出圧力 ５ＭＰａ
＋２ＭＰａ

－１ＭＰａ
※1 

カートリッジ ＬＨＬカートリッジ 

異常出力※２ 

（レベルスイッ

チ） 

接点容量 
ＡＣ１２５Ｖ ０．５Ａ 

ＤＣ２４Ｖ １．０Ａ 

接点形式 Ｎ．Ｃ． 

ポンプ停止 

信号出力※２ 

接点容量 
ＡＣ１２５Ｖ ０．５Ａ 

ＤＣ２４Ｖ １．０Ａ 

接点形式 Ｎ．Ｃ． 

保護等級 ＩＰ５４ Category2 

国際規格 ＣＥ規格 
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２－２ 各部の名称             
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２－３ レベルスイッチ           

    

     レベルスイッチはカートリッジアダプタと一体化になっています。 

レベルスイッチが働くと、カートリッジ容器内のＬＨＬが完全になく

なる前にポンプが停止しますので、エアーの混入を防止することがで

きます。 

 

  ※レベルスイッチはポンプ通電中のみ外部出力します。 

 

 レベルスイッチが働いた時点でポンプは停止しますので、 

圧力スイッチが働かず、圧力異常を出力する場合があります。 

 

 

 

■ SP0300 (700mL) 
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     ３．取り付け              

 
３－１ 使用環境条件                           

 
       このポンプは、下記の環境で使用してください。

  

 ・周囲温度 ：０～＋５０℃ 

 ・湿度   ：３５～８５％ ＲＨ 

  

 

 

３－２ 取り付け              

 

 

 

 装置は、確実に固定すること。取り付けが不十分 

            な場合、装置が落下し、ケガをする恐れがある。 

 

重量に充分耐える垂直平面に、φ７取付穴（３箇所）で固定 

してください。また振動を受けることが予想される場合は、

防振ゴム等を介して取り付けてください。 

また、水分、油、切粉、粉塵等がかからないところへ取り付

けてください。 

 

         振動：９Ｇ(88m/s２)以下 

 

        本体を落とさない様に十分注意してお取扱いください。 

                  

カートリッジカバーを持って持ち上げないでください。  

カバーが外れて本体が落下する恐れがあります。 

 

本体を足掛けにする事は絶対にしないでください。特に故障

や破損の原因となります。 

 

ポンプ周囲には、使用・保守作業に必要ですので次ページの 

スペースを設けてください。 

注意
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■ ポンプ重量および必要スペース 

 

・SP0300 (700mL) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊：ＬＨＬ重量は含みません。 

ポンプ型式 コード番号 重量＊(kg) 必要スペース(mm) 

SP0300 SP0300 １．６ A:250 B:200 
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３－３ フタの外し方と取り付け方                
 

フタを外す場合は 

 １．本体底面部の六角穴付きボルトを外します。 

 ２．下図の方向に倒しながらフタを外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フタを取り付ける場合は 

 １．本体にフタの端部をひっかけます。 

 ２．フタを下図の矢印方向に強く押さえた状態で六角穴付きボルトを締め 

付けます。 

 
 

フタ、及びカバーはポンプ運転時には外さないで 

            ください。指などを挟みけがをする恐れがあります。  

           また、基板などの破損の原因になります。 
注意
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３－４ 配線                
 

 

         極性（＋、－）があります。 

         配線は、下図を参照し、（＋、－）を必ず確認して 

         行ってください。 

 

         なお、DC24V 電源からの外部リード線が手や機械の外装な  

 ど周囲のものに接触する可能性がある場合は、30m 以下の 

絶縁電線を使用してください。 

   

 

  

 

  

端子台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

電線引き出し口 

 

 

 

 

 

 

  

 配線作業は、電気工事の有資格者のみが行なうこと。 警告

●ＳＰ０３００結線図 ●ＳＰ０３００端子台 
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                     漏電や感電防止のため、アースは必ず下記に指定した箇 

所に接続して下さい。 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アース接続穴 
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３－５ 配管接続              
  

         ポンプ吐出口（Ｒｃ１／８）に配管を接続してください。 

 

配管は、使用圧力１０ＭＰａ以上の圧力に耐える 

ものを使用してください。 

 

コーティングシール付きジュラルミン製管用テーパーねじ

（Ｒ１／８）の場合 

                      配管との継手は、手で１回転半締めてから、           

スパナなどで２＋２／３回転締め付けてください。 

 

その他の場合 

           配管との継手は、手で回らなくなるまで締めてから、 

          スパナなどで２回転半～３回転して締め付けてください。 

 

  

  適正締め付けトルク 

      コーティングシール付きジュラルミン製管用テ 

ーパーねじ（Ｒ１／８）の場合 

                ：  ５．０Ｎ・ｍ 

 

その他： ７．１Ｎ・ｍ 

 

         配管終了後、継手からＬＨＬが漏れないことを確認し 

         てください。 

         また、配管後に必ず配管及びポンプ内のエアー抜きを行っ

てください。 

          

        “６－１エアー抜き”を参照してください。 

 

                 主配管が短いと、８ＭＰａ以上の圧力が発生する 

                 ことがありますが、使用上は問題ありません。 
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   ４．ポンプ制御方法        
  下記のようにポンプの運転／休止サイクルを設定してくださ

い。ポンプ停止信号出力後、ポンプへ供給されている主電源

をＯＦＦにしてください。 

 

    これを守らないと、ポンプ運転が行われません。 

 

正常運転時 

① 主電源を入れポンプへＤＣ２４Ｖを供給します。 

② ポンプ運転が行われポンプ監視時間に移行します。 

③ その後、ポンプ停止信号が出力されます。 

④ ポンプ監視時間経過後、主電源を切ります。 

 

ＬＨＬ切れ状態 

① 主電源を入れポンプへＤＣ２４Ｖを供給します。 

② ポンプ運転中レベルスイッチが出力されます。 

③ ポンプが停止し、ポンプ停止信号を出力します。 

④ ＬＨＬカートリッジを交換します。 

⑤ 主電源を切り、再度電源を入れ直すと正常ポンプ動作を行います。 

 

圧力異常 

① 主電源を入れポンプへＤＣ２４Ｖを供給します。 

② ポンプ運転が行われポンプ監視時間に移行します。 

③ ポンプ監視時間経過後、ポンプ停止信号が無ければ圧力異常判断する 

ように機械側の制御を行ってください。 

 ④ 原因解明後、主電源を再投入すると正常ポンプ動作を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ＯＮ

ＯＦＦ

ＯＦＦ

正常運転時

ＯＦＦ

ＮＣ

ＯＮ ＯＮ

ＯＦＦ ＯＦＦ

ＯＮ ＯＮ

ＯＦＦ ＯＦＦ

ＮＯ

ＮＣ

モーター

ポンプ
停止信号

主電源
ＤＣ２４Ｖ

ポンプ監視時間（任意） 脱圧時間（休止時間） ポンプ監視時間（任意） ポンプ監視時間（任意）脱圧時間（休止時間）

正常運転

ＯＦＦ

ＯＦＦ

ＬＨＬ切れ状態

ＯＦＦ

ＮＣ

ＮＣ

ＯＮ ＯＮ

ＯＦＦ

ＯＮ ＯＮ

ＯＦＦ ＯＦＦ

ＮＣ

ＮＣ

モーター

ポンプ
停止信号

主電源
ＤＣ２４Ｖ

レベルスイッチ
停止信号

ＮＯ

ＮＯ

ポンプ監視時間（任意） ポンプ監視時間（任意）脱圧時間（休止時間）

ＯＮ

ＯＦＦ

ＮＯ

ＮＣ

ＮＯ

ＮＣ

ＮＯ

ＮＣ

ＬＨＬ切れ信号
カートリッジ交換

ＯＮ

ＯＦＦ

昇圧異常

ＯＦＦ

ＮＣ

ＮＣ

ＯＦＦ

ＯＮ

ＯＦＦモーター

ポンプ
停止信号

主電源
ＤＣ２４Ｖ

レベルスイッチ
停止信号

ポンプ監視時間（任意）

圧力異常

ＮＣ

レベルスイッチ
停止信号

ポンプ制御チャート

ＧＰＬ出力
（Ａ接点の場合） ＯＦＦ

ＯＮ

ＯＦＦ ＯＦＦ

ＧＰＬ出力
（Ａ接点の場合） ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ

ＧＰＬ出力
（Ａ接点の場合） ＯＦＦ

ＯＮ ＯＮ

ＯＮ

※ ＧＰＬは弊社推奨の圧力スイッチです。ポンプに圧力スイッチは搭載していません。 
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ポンプ動作中に電源が切れてしまうと、切れた時点の状態で

ポンプは停止し、システム内に圧力が残ったままになります。

再度電源を投入されるとポンプが動き出しますので、必ずポ

ンプが停止するまで動かしてください。 

 

圧力スイッチをご使用頂いたシステムにおいて、ポンプ運

転中、突然の停電及び非常停止になった場合、ポンプ電源が

切れたタイミングによっては、圧力スイッチがＯＮのままと

なり、再度電源投入した時には圧力異常となってしまいます。

その為、再度電源を投入する時は１サイクル圧力を監視せず、

休止時間を１０分以上（システムのバルブ復帰時間を確認し

た上で）あけて、次のサイクルで正常及び異常の判断をして

頂く制御を推奨致します。 

 

エアー抜き等、休止時間を短くしてポンプを動かした場合、

ポンプの特性としてポンプ圧力が１ＭＰａ程度落ちます。シ

ステム圧力を確認する場合は、最後に運転を行った後、１０

分以上放置してから確認してください。 

 

ポンプ停止信号及び異常出力（レベルスイッチ）は、ポンプ

に電源が入っている間、外部出力をします。ポンプに電源が

入っていない場合は外部出力されず、レベルスイッチを押し

ても信号は切り替わりませんので注意してください。 

 ※レベルスイッチの信号が出力された後、ポンプ停止信号

が出力されるまでは電源を切らないでください。 

 

レベルスイッチはカートリッジアダプタと一体化になってお

り、空のＬＨＬカートリッジを外すとレベルスイッチは解除

されます。この時機械側では異常出力（レベルスイッチ）の

信号を保持してください。このままＤＣ２４Ｖ電源を入れ直

しますと、ポンプは動作しエアーを混入させてしまいますの

で、必ず新しいＬＨＬカートリッジを装着してから、再度  

ＤＣ２４Ｖ電源を入れ直すと共に、機械側の異常出力（レベ

ルスイッチ）を解除頂きます様お願い致します。 
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    ５．ＬＨＬの補給       

 

５－１ ＬＨＬ補給方式          

 

 

 

 

 

５－２ カートリッジの交換         
ＬＨＬ以外は使用できません。 

 

カートリッジ:ＬＨＬ 

 

カートリッジ内のＬＨＬが残っている状態で取り外すと、 

カートリッジ内にエアーが混入し、不具合の原因となります。 

必ず使い切ってから交換してください。 

 

 

 

 

              ＬＨＬ以外のカートリッジは使用しないでください。 

ＬＨＬ以外の潤滑剤を使った場合、この装置のシステム

を破損させるのみならず、機械の重要な部品も破損させ

ます。 

 

 

 

ポンプ型式 コード番号 ＬＨＬ補給方式 

SP0300 SP0300 700mL ｶｰﾄﾘｯｼﾞ 

カートリッジ内の潤滑剤が残っている状態で取り外

し、そのカートリッジをポンプへ取り付けると、カー

トリッジ内に入ったエアーにより、不具合の原因とな

ります。必ず使い切ってから交換してください。 

 

カートリッジを外した状態では絶対に電源を投入しな

いでください。ポンプ内にエアーや異物が混入し、作

動不具合を起こします。 

カートリッジ交換時、汚れたウエス等でポンプ吸入口付

近を拭かないでください。ポンプ内に異物が混入し、作

動不具合を起こします。 

警告

警告

警告

警告
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空になったカートリッジに潤滑剤を補給し再使用するこ

とは絶対にしないでください。カートリッジが破裂する

恐れがあります。またエアーや異物が混入して、ポンプ

が故障する恐れがあります。 

  

 

  レベルスイッチが出力されたら、下記の手順によりカートリッジを交換し

てください。 

 

 

 

１） カバーを素手で反時計回りにして取り外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告
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２）空のカートリッジを反時計回りに回して取り外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）新しいカートリッジを取り付ける。取付けの際、カー

トリッジに付いている中栓と一緒に時計回りに取り付

けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

        中栓は破けるようになっていますので、中栓を外さないで 

カートリッジを取り付けてください。 
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４）カートリッジカバーを取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

         カートリッジを取り付けるとき、エアーや異物が入らないよ

うにしてください。 
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     ６．保守整備         

 

６－１ エアー抜き             

 

ポンプにエアーが混入したときは、下記の手順によ

りエアーを抜いてください。 

 

 

１）ポンプのエアー抜きプラグをスパナ等で反時計回 

                          りに１回転ほど回して緩めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）ポンプを作動させます。 

エアーとＬＨＬがプラグ先端の穴から吹き出しま

す。 

 

３）ＬＨＬだけが出てくるようになったら、ポンプ 

を停止させます。 

 

４）エアー抜きプラグを時計回りに手締め後１/１８回     

転（５Ｎ・ｍ）回して締めます。 

 

５）エアー抜きが終了したら必ずポンプを１サイクル

運転させ圧力が上がることを確認してください。 

 

エアー抜きプラグからエアーとＬＨＬが勢いよく吹き

出ることがある。エアー抜きは、保護メガネをかけて

作業すること。 

警告
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６－２ トラブルシューティング       

 

トラブルが発生したときは、下表に従い、処置を行ってください。 

 

 

現象 原因 処置 

ポンプからＬＨＬが出

ない 

カートリッジ内のＬＨＬが

なく、レベルスイッチが働い

ている 

新しいＬＨＬカートリッジに交換

する 

    “５．ＬＨＬの補給”を参照 

    してください。 

ポンプ内にエアーが混入し

ている 

エアー抜きを行なう 

   “６－１．エアー抜き”を参照 

してください。 

ポンプが運転していない 電源はＤＣ２４Ｖです。結線（＋、

－）を確認し、不良の場合、結線

し直す 

※＋、－を間違えてもポンプは壊

れません。 

主配管の圧力が上がら

ない 

上記「ポンプからＬＨＬが出

ない」のいずれかの原因によ

り、ポンプからＬＨＬが出な

い 

     上記の処置に従う 

主配管内にエアーが混入し

ている 

配管末端の分配器（大きなシステ

ムでは数箇所）のクローサプラグ

を外し、ポンプを作動させてエア

ー抜きを行う 

圧力設定不良のため、ポンプ

の吐出圧力が低い 

当社までご連絡ください 

     吐出圧力は、出荷時に設定 

されています。 

主配管接続部からＬＨＬが

漏れている 

適正トルクで締め付け直す 

主配管が破損している 破損した配管を交換する 

ポンプ内蔵チェック部の不

具合 

 

当社までご連絡ください 
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主配管の圧力が下が

らない 

ポンプ動作中に電源供給が

切れた 

再度電源を入れなおす 

  

 

配管がつぶれている 破損した配管を交換する 

エアーが混入する 上記の原因により、エアーが

混入する 

上記「ポンプ内にエアーが混

入している」または「主配管

内にエアーが混入している」

の処置に従う 

カートリッジがポンプにき

ちんと装着されていないた

め、ポンプ内にエアーが混入

する 

使用しているＬＨＬと同銘柄・同一

グレードのカートリッジを装着後、

エアー抜きを行う 

バルブからＬＨＬが

出ない 

バルブの目詰まり バルブを交換する 

主配管の圧力が上がらず、バ

ルブが作動できない 

上記「主配管の圧力が上ら 

い」を参照してください 

主配管の圧力が下がらず、バ

ルブが作動できない 

上記「主配管の圧力が下がら 

ない」を参照してください 
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■ 配管部の締め付け量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 締め付け量 参考トルク 

（Ｎ・ｍ） 

外径４mm ナイロンパイプ 

（分配器吐出口） 

コンプレッション・ブッシングを手で回ら

なくなるまで締め、その後スパナ等で 2/3

回転締め付ける 

 

３．５ 

外径６mm ナイロンパイプ 

 

コンプレッション・ブッシングを手で回ら

なくなるまで締め、その後スパナ等で 2/3

回転締め付ける 

 

３．５ 

外径６mm 銅管、鋼管 

（くい込み継手） 

ナット部を手で回らなくなるまで締め、そ

の後スパナ等で 1/4 回転締め付ける 

２１ 

外径８mm 銅管、鋼管 

（くい込み継手） 

ナット部を手で回らなくなるまで締め、そ

の後スパナ等で 1/4 回転締め付ける 

２５ 

管用テーパーネジ Rc1/8 

（ポンプ吐出口、ジャンク

ション） 

くい込み継手を手で回らなくなるまで締

め、その後スパナ等で 2 回転半～3 回転締

め付ける 

 

７．１ 

コーティングシール付き 

ジュラルミン製管用テーパ

ーねじ R1/8 

手で 1 回転半締めてから、スパナなどで 

2+2/3 回転締め付ける 

 

 

５．０ 
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    ７．保証について         

 

 １．保証期間 

    製品の保証期間は、ご指定の場所に納入後１年間とします。 

  

 ２．保証範囲 

   （１）上記保証期間中に当社の責任による故障が発生した場合は、無償

で修理させていただきます。 

      但し、次に該当する場合は、保証の範囲から除外させていただき

ます。 

       ①取扱説明書、別途取り交わした仕様書などに記載された以外

の不適当な条件・環境・取り扱い・使用方法に起因した故障。 

       ②お客様の装置または、ソフトウェアの設計内容など、当社製

品以外に起因した故障。 

       ③当社以外による改造、修理に起因した故障。 

       ④取扱説明書などに記載している消耗部品が正しく保守、交換

されていれば、防止できたと確認できる故障。 

       ⑤当社出荷時の科学・技術水準では、予見が不可能だった事由

による故障。 

       ⑥その他、火災、地震、水害などの災害及び電圧異常など当社

側の責任ではない外部要因による故障。 

    （２）保証範囲は上記（１）を上限とし、当社製品の故障に起因する

お客様での二次損害（装置の損傷、機会損失、逸失利益等）及

びいかなる損害も保証の対象外とさせていただきます。 

 

 ３．製品の適用範囲 

    当社製品は、一般工業向けの汎用品として設計・製造されています。

従いまして、下記のような用途での使用は意図しておりませんので適

用外とさせていただきます。但し、事前に当社までご相談いただき、

お客様の責任において製品の仕様をご確認の上、定格・性能に対して

ご了承いただき、必要な安全対策を講じていただく場合は適用可能と

させていただきます。但し、この場合においても保証範囲は上記と同

様といたします。 

     ①原子力発電、航空、鉄道、船舶、車両、医療機器等の人命や財産

に多大な影響が予想される設備 

     ②電気、ガス、水道等の公共設備 

     ③屋外での使用及び、それに準ずる条件・環境での使用 
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 付録．ＬＨＬの汚染原因と対策        

 

■ 汚染原因 

 

ＬＨＬの汚染原因は、装置の取付前と運転中とに分けて考

えられます。 

 

 ○装置の取付前 

 ポンプ配管への異物の混入による。 

（組立部品、配管部品の製造管理上の不具合、および

工事中の不適合によるもの） 

 

○装置の運転中 

外部からの異物の混入、および内部での発生による。 

（温度変化による空気中の水分の凝縮、ＬＨＬ自体の

分離によるもの） 

 

■ 対策 

 

１．カートリッジ交換時、接続口に異物が付かないように

十分注意をする。 

 

 ２．装置の設置場所やＬＨＬの保管場所が屋外の場合、

雨やホコリ等がＬＨＬに混入しないように対策を取

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




